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(54)【発明の名称】 液晶表示装置およびその駆動方法

(57)【要約】
【課題】  液晶表示装置自身が放射する電磁波ノイズ
を、従来よりも低減することが可能な液晶表示装置の駆
動方法を提供する。
【解決手段】  複数の画素を有する液晶表示パネルと、
前記液晶表示パネルの前記各画素に、入力される表示デ
ータに対応する階調電圧を出力する駆動手段と、外部か
ら入力される表示データを前記駆動手段に対して供給す
る表示制御手段と、前記表示制御手段から供給される表
示データを前記駆動手段に入力するバスラインとを有す
る液晶表示装置において、前記表示制御手段で、前記表
示データの全ての表示データのデータ値が“１”のとき
に、前記バスラインの互いに隣接するラインにおいて、
一方のライン上の電圧が第１のレベル、他方のライン上
の電圧が第２のレベルとなるように、前記表示データの
中の特定の表示データのデータ値を反転して、前記駆動
手段に対して供給する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  複数の画素を有する液晶表示パネルと、
前記液晶表示パネルの前記各画素に、入力される表示デ
ータに対応する階調電圧を出力する駆動手段と、
外部から入力される表示データを前記駆動手段に対して
供給する表示制御手段とを有する液晶表示装置の駆動方
法であって、
前記表示データ数をｍとするとき、前記表示制御手段に
おいて、ｍ個の表示データの中のｎ（ｎ≧２）個の表示
データのデータ値を反転して、前記駆動手段に対して供
給することを特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項２】  複数の画素を有する液晶表示パネルと、
前記液晶表示パネルの前記各画素に、入力される表示デ
ータに対応する階調電圧を出力する駆動手段と、
外部から入力されるＲ，Ｇ，Ｂの各表示データを、前記
駆動手段に対して供給する表示制御手段とを有する液晶
表示装置の駆動方法であって、
前記Ｒ，Ｇ，Ｂの各表示データ数をｍとするとき、前記
表示制御手段において、ｍ個のＲ，Ｇ，Ｂのそれぞれの
表示データの中のｎ（ｎ≧２）個の表示データのデータ
値を反転して、前記駆動手段に対して供給することを特
徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項３】  複数の画素を有する液晶表示パネルと、
前記液晶表示パネルの前記各画素に、入力される表示デ
ータに対応する階調電圧を出力する駆動手段と、
外部から入力される第１群ないし第３群の各表示データ
を前記駆動手段に対して供給する表示制御手段とを有す
る液晶表示装置の駆動方法であって、
前記第１群ないし第３群の各表示データ数をｍとすると
き、前記表示制御手段において、前記第１群の表示デー
タおよび前記第２群の表示データの中のｎ（ｎ≧２）個
の表示データのデータ値を反転し、前記駆動手段に対し
て供給することを特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項４】  前記ｍが偶数であり、前記ｎが（ｍ／
２）であることを特徴とする請求項１ないし請求項３の
いずれか１項に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項５】  前記ｍが奇数であり、前記ｎが｛（ｍ＋
１）／２｝、あるいは、｛（ｍ－１）／２｝であること
を特徴とする請求項１ないし請求項３のいずれか１項に
記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項６】  複数の画素を有する液晶表示パネルと、
前記液晶表示パネルの前記各画素に、入力される表示デ
ータに対応する階調電圧を出力する駆動手段と、
外部から入力される表示データを前記駆動手段に対して
供給する表示制御手段と、
前記表示制御手段から供給される表示データを前記駆動
手段に入力するバスラインとを有する液晶表示装置の駆
動方法であって、
前記表示制御手段において、前記表示データの全ての表
示データのデータ値が“１”のときに、前記バスライン
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の互いに隣接するラインにおいて、一方のライン上の電
圧が第１のレベル、他方のライン上の電圧が第２のレベ
ルとなるように、前記表示データの中の特定の表示デー
タのデータ値を反転して、前記駆動手段に対して供給す
ることを特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項７】  複数の画素を有する液晶表示パネルと、
前記液晶表示パネルの前記各画素に、入力される表示デ
ータに対応する階調電圧を出力する駆動手段と、
外部から入力される表示データを前記駆動手段に対して
供給する表示制御手段とを有する液晶表示装置であっ
て、
前記表示制御手段は、前記表示データ数をｍとすると
き、ｍ個の表示データの中のｎ（ｎ≧２）個の表示デー
タのデータ値を反転するとともに、前記ｍ個の表示デー
タの中のデータ値が反転されたｎ個の表示データと、前
記ｍ個の表示データの中のデータ値が反転されない（ｍ
－ｎ）個の表示データとを、前記駆動手段に対して供給
する一部データ反転・送出手段を有することを特徴とす
る液晶表示装置。
【請求項８】  複数の画素を有する液晶表示パネルと、
前記液晶表示パネルの前記各画素に、入力される表示デ
ータに対応する階調電圧を出力する駆動手段と、
外部から入力されるＲ，Ｇ，Ｂの各表示データを前記駆
動手段に対して供給する表示制御手段とを有する液晶表
示装置であって、
前記表示制御手段は、前記Ｒ，Ｇ，Ｂの各表示データ数
をｍとするとき、ｍ個のＲ，Ｇ，Ｂのそれぞれの表示デ
ータの中のｎ（ｎ≧２）個の表示データのデータ値を反
転するとともに、前記Ｒ，Ｇ，Ｂのそれぞれの表示デー
タの中のデータ値が反転されたｎ個の表示データと、前
記Ｒ，Ｇ，Ｂのそれぞれの表示データの中のデータ値が
反転されない（ｍ－ｎ）個の表示データとを、前記駆動
手段に対して供給する一部データ反転・送出手段を有す
ることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項９】  複数の画素を有する液晶表示パネルと、
前記液晶表示パネルの前記各画素に、入力される表示デ
ータに対応する階調電圧を出力する駆動手段と、
外部から入力される第１群ないし第３群の各表示データ
を前記駆動手段に対して供給する表示制御手段とを有す
る液晶表示装置であって、
前記表示制御手段は、前記第１群ないし第３群の各表示
データ数をｍとするとき、前記第１群の表示データおよ
び前記第２群の表示データの中のｎ（ｎ≧２）個の表示
データのデータ値を反転するとともに、前記データ値が
反転された前記第１群の表示データおよび前記第２群の
表示データの中のデータ値が反転されたｎ（ｎ≧２）個
の表示データと、データ値が反転されない前記第３群の
表示データおよび前記第２群の表示データの中のデータ
値が反転されない（ｍ－ｎ）個の表示データとを、前記
駆動手段に対して供給する一部データ反転・送出手段を
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3
有することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項１０】  前記ｍが偶数であり、前記ｎが（ｍ／
２）であることを特徴とする請求項７ないし請求項９の
いずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項１１】  前記ｍが奇数であり、前記ｎが｛（ｍ
＋１）／２｝、あるいは、｛（ｍ－１）／２｝であるこ
とを特徴とする請求項７ないし請求項９のいずれか１項
に記載の液晶表示装置。
【請求項１２】  複数の画素を有する液晶表示パネル
と、
前記液晶表示パネルの前記各画素に、入力される表示デ
ータに対応する階調電圧を出力する駆動手段と、
外部から入力される表示データを前記駆動手段に対して
供給する表示制御手段と、
前記表示制御手段から供給される表示データを前記駆動
手段に入力するバスラインとを有する液晶表示装置であ
って、
前記表示制御手段は、前記表示データの全ての表示デー
タのデータ値が“１”のときに、前記バスラインの互い
に隣接するラインにおいて、一方のライン上の電圧が第
１のレベル、他方のライン上の電圧が第２のレベルとな
るように、前記表示データの特定の表示データのデータ
値を反転するとともに、前記表示データの中のデータ値
が反転された表示データと、前記表示データの中のデー
タ値が反転されない表示データとを、前記駆動手段に対
して供給する一部データ反転・送出手段を有することを
特徴とする液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、液晶表示装置およ
びその駆動方法に係わり、特に、液晶表示装置自身が放
射する電磁波ノイズ（ＥＭＩ；electromagnetic interf
erence）を低減する際に有効な技術に関する。
【０００２】
【従来の技術】画素毎に能動素子（例えば、薄膜トラン
ジスタ）を有し、この能動素子をスイッチング駆動する
アクティブマトリクス型液晶表示装置は、ノート型のパ
ーソナルコンピュータ（以下、ノート・パソコンとい
う。）等の表示装置として広く使用されている。このア
クティブマトリクス型液晶表示装置の１つに、ＴＦＴ
（Thin Film Transistor）方式の液晶表示パネル（ＴＦ
Ｔ－ＬＣＤ）と、液晶表示パネルの長辺側に配置される
ドレインドライバと、液晶表示パネルの短辺側に配置さ
れるゲ－トドライバと、表示制御装置とを備えるＴＦＴ
方式の液晶表示モジュールが知られている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】ノート型のパーソナル
コンピュータなどの情報機器では、情報機器自身が放射
する電磁波ノイズ（または、不要輻射）を所定の値以下
にすることが求められている。そのため、ノート・パソ
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コンの表示装置として使用される液晶表示モジュールに
おいても、液晶表示モジュール自身が放射する電磁波ノ
イズを低減することが求められ、従来から種々のＥＭＩ
対策が施されている。一方、近年、ＴＦＴ方式の液晶表
示モジュール等の液晶表示装置においては、液晶表示パ
ネルの大画面化の要求に伴って、液晶表示パネルの解像
度として、ＸＧＡ表示モードの１０２４×７６８画素か
ら、ＳＸＧＡ表示モードの１２８０×１０２４画素、Ｕ
ＸＧＡ表示モードの１６００×１２００画素とさらなる
高解像度化が要求されている。このため、液晶表示モジ
ュールの動作速度が向上し、それに伴い、液晶表示モジ
ュールのＥＭＩ対策がより困難になるという問題点があ
った。
【０００４】本発明は、前記従来技術の問題点を解決す
るためになされたものであり、本発明の目的は、液晶表
示装置およびその駆動方法において、液晶表示装置自身
が放射する電磁波ノイズを、従来よりも低減することが
可能となる技術を提供することにある。本発明の前記目
的と新規な特徴は、本明細書の記述及び添付図面によっ
て明らかになるであろう。
【０００５】
【課題を解決するための手段】本願において開示される
発明のうち、代表的なものの概要を簡単に説明すれば、
下記のとおりである。即ち、本発明は、複数の画素を有
する液晶表示パネルと、前記液晶表示パネルの前記各画
素に、入力される表示データに対応する階調電圧を出力
する駆動手段と、外部から入力される表示データを前記
駆動手段に対して供給する表示制御手段とを有する液晶
表示装置に適用される。本発明では、前記表示データ数
をｍとするとき、前記表示制御装置が、ｍ個の表示デー
タの中のｎ（ｎ≧２）個の表示データのデータ値を反転
し、前記ｍ個の表示データの中のデータ値が反転された
ｎ個の表示データと、前記ｍ個の表示データの中のデー
タ値が反転されない（ｍ－ｎ）個の表示データとを、前
記駆動手段に対して供給する。また、本発明では、Ｒ，
Ｇ，Ｂの各表示データ数をｍとするとき、前記表示制御
装置が、ｍ個のＲ，Ｇ，Ｂの各表示データの中のｎ（ｎ
≧２）個の表示データのデータ値を反転し、Ｒ，Ｇ，Ｂ
の各表示データの中の前記データ値が反転されたｎ個の
表示データと、Ｒ，Ｇ，Ｂの各表示データの中のデータ
値が反転されない（ｍ－ｎ）個の表示データとを、前記
駆動手段に対して供給する。
【０００６】また、本発明では、第１群ないし第３群の
各表示データ数をｍとするとき、前記表示制御装置が、
前記第１群の表示データ（例えば、Ｒの表示データ）お
よび前記第２群の表示データ（例えば、Ｇの表示デー
タ）の中のｎ（ｎ≧２）個の表示データのデータ値を反
転し、前記データ値が反転された前記第１群の表示デー
タおよび前記第２群の表示データの中のデータ値が反転
されたｎ（ｎ≧２）個の表示データと、データ値が反転
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されない前記第３群の表示データ（例えば、Ｂの表示デ
ータ）および前記第２群の表示データの中のデータ値が
反転されない（ｍ－ｎ）個の表示データとを、前記駆動
手段に対して供給する。また、本発明では、前記ｍが偶
数であり、前記ｎが（ｍ／２）である。また、本発明で
は、前記ｍが奇数であり、前記ｎが｛（ｍ＋１）／
２｝、あるいは、｛（ｍ－１）／２｝である。
【０００７】また、本発明は、駆動手段に供給する表示
データの全てのデータ値が“１”のときに、バスライン
の互いに隣接するラインにおいて、一方のライン上の電
圧が第１のレベル、他方のライン上の電圧が第２のレベ
ルとなるように、前記表示制御手段が、前記表示データ
の特定の表示データのデータ値を反転し、前記表示デー
タの中のデータ値が反転された表示データと、表示デー
タの中のデータ値が反転されない表示データとを、前記
駆動手段に対して供給する。前記手段によれば、液晶表
示パネルに表示される表示画面上で、「黒」から
「白」、あるいは、「白」から「黒」に変化するとき、
Ｒ，Ｇ，Ｂの各表示データの中の、半分のデータは、
「１」から「０」に変化し、残りの半分のデータは、
「０」から「１」に変化する。そして、表示データが、
「１」から「０」に変化するときに、放射される電磁波
ノイズと、表示データが、「０」から「１」に変化する
ときに放射される電磁波ノイズとは、互いに打ち消し合
う方向に働くため、本発明では、液晶表示装置自身が放
射する電磁波ノイズを低減することが可能となる。
【０００８】
【発明の実施の形態】以下、本発明実施の形態を図面を
参照して説明する。なお、発明の実施の形態を説明する
ための全図において、同一機能を有するものは同一符号
を付け、その繰り返しの説明は省略する。
［実施の形態１］
〈本発明が適用されるＴＦＴ方式の液晶表示モジュール
の基本構成〉図１は、本発明が適用されるＴＦＴ方式の
液晶表示モジュールの概略構成を示すブロック図であ
る。図１に示す液晶表示モジュール（ＬＣＭ）は、液晶
表示パネル（ＴＦＴ－ＬＣＤ）１０の長辺側にドレイン
ドライバ１３０が配置され、また、液晶表示パネル１０
の短辺側にゲートドライバ１４０が配置される。このド
レインドライバ１３０、ゲートドライバ１４０は、液晶
表示パネル１０の一方のガラス基板（例えば、ＴＦＴ基
板）の周辺部に直接に実装される。インタフェース部１
００はインタフェース基板に実装され、このインタフェ
ース基板は、液晶表示パネル１０の裏側に実装される。
【０００９】〈図１に示す液晶表示パネル１０の構成〉
図２は、図１に示す液晶表示パネル１０の一例の等価回
路を示す図であり、図２に示すように、液晶表示パネル
１０は、マトリクス状に形成される複数の画素を有す
る。各画素は、隣接する２本の信号線（ドレイン信号線
（Ｄ）またはゲート信号線（Ｇ））と、隣接する２本の
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信号線（ゲート信号線（Ｇ）またはドレイン信号線
（Ｄ））との交差領域内に配置される。各画素は薄膜ト
ランジスタ（ＴＦＴ１，ＴＦＴ２）を有し、各画素の薄
膜トランジスタ（ＴＦＴ１，ＴＦＴ２）のソース電極
は、画素電極（ＩＴＯ１）に接続される。また、画素電
極（ＩＴＯ１）とコモン電極（ＩＴＯ２）との間に液晶
層が設けられるので、画素電極（ＩＴＯ１）とコモン電
極（ＩＴＯ２）との間には、液晶容量（ＣLC）が等価的
に接続される。さらに、薄膜トランジスタ（ＴＦＴ１，
ＴＦＴ２）のソース電極と前段のゲート信号線（Ｇ）と
の間には、保持容量（ＣADD）が接続される。
【００１０】図３は、図１に示す液晶表示パネル１０の
他の例の等価回路を示す図である。図２に示す例では、
前段のゲート信号線（Ｇ）とソース電極との間に保持容
量（ＣADD）が形成されているが、図３に示す例の等価
回路では、共通電圧（Ｖｃｏｍ）が印加される共通信号
線（ＣＮ）とソース電極との間に付加容量（ＣＳＴＧ）
が形成されている点が異なっている。 本発明は、どち
らにも適用可能である。なお、図２、図３は、縦電界方
式の液晶表示パネルの等価回路を示しており、図２、図
３において、ＡＲは表示領域である。また、図２、図３
は回路図であるが、実際の幾何学的配置に対応して描か
れている。図２、図３に示す液晶表示パネル１０におい
て、列方向に配置された各画素の薄膜トランジスタ（Ｔ
ＦＴ１，ＴＦＴ２）のドレイン電極は、それぞれドレイ
ン信号線（Ｄ）に接続され、各ドレイン信号線（Ｄ）
は、列方向の各画素の液晶に階調電圧を印加するドレイ
ンドライバ１３０に接続される。また、行方向に配置さ
れた各画素における薄膜トランジスタ（ＴＦＴ１，ＴＦ
Ｔ２）のゲート電極は、それぞれゲート信号線（Ｇ）に
接続され、各ゲート信号線（Ｇ）は、１水平走査時間、
行方向の各画素の薄膜トランジスタ（ＴＦＴ１，ＴＦＴ
２）のゲート電極に走査駆動電圧（正のバイアス電圧あ
るいは負のバイアス電圧）を供給するゲートドライバ１
４０に接続される。
【００１１】〈図１に示すインタフェース部１００の構
成と動作概要〉図１に示すインタフェース部１００は、
表示制御装置１１０と電源回路１２０とから構成され
る。表示制御装置１１０は、１個の半導体集積回路（Ｌ
ＳＩ）から構成され、コンピュータ本体側から送信され
てくるクロック信号（ＣＬＫ）、ディスプレイタイミン
グ信号（ＤＴＭＧ）、水平同期信号（Ｈｓｙｎｃ）、垂
直同期信号（Ｖｓｙｎｃ）の各表示制御信号および表示
データ（Ｒ・Ｇ・Ｂ）を基に、ドレインドライバ１３
０、および、ゲートドライバ１４０を制御・駆動する。
表示制御装置１１０は、ディスプレイタイミング信号が
入力されると、これを表示開始位置と判断し、スタート
パルス（表示データ取込開始信号）を信号線１３５を介
して第１番目のドレインドライバ１３０に出力し、さら
に、受け取った単純１列の表示データを、表示データの
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7
バスライン１３３を介してドレインドライバ１３０に出
力する。その際、表示制御装置１１０は、各ドレインド
ライバ１３０のデータラッチ回路に表示データをラッチ
するための表示制御信号である表示データラッチ用クロ
ック（ＣＬ２）（以下、単に、クロック（ＣＬ２）と称
する。）を信号線１３１を介して出力する。
【００１２】本体コンピュータ側からの表示データは、
例えば、６ビットで、１画素単位、即ち、赤（Ｒ）、緑
（Ｇ）、青（Ｂ）の各データを１つの組にして単位時間
毎に転送される。また、第１番目のドレインドライバ１
３０に入力されたスタートパルスにより第１番目のドレ
インドライバ１３０におけるデータラッチ回路のラッチ
動作が制御される。この第１番目のドレインドライバ１
３０におけるデータラッチ回路のラッチ動作が終了する
と、第１番目のドレインドライバ１３０からスタートパ
ルスが、第２番目のドレインドライバ１３０に入力さ
れ、第２番目のドレインドライバ１３０におけるデータ
ラッチ回路のラッチ動作が制御される。以下、同様にし
て、各ドレインドライバ１３０におけるデータラッチ回
路のラッチ動作が制御され、誤った表示データがデータ
ラッチ回路に書き込まれるのを防止している。
【００１３】表示制御装置１１０は、ディスプレイタイ
ミング信号の入力が終了するか、または、ディスプレイ
タイミング信号が入力されてから所定の一定時間が過ぎ
ると、１水平分の表示データが終了したものとして、各
ドレインドライバ１３０におけるデータラッチ回路に蓄
えていた表示データを液晶表示パネル１０のドレイン信
号線（Ｄ）に出力するための表示制御信号である出力タ
イミング制御用クロック（ＣＬ１）（以下、単にクロッ
ク（ＣＬ１）と称する。）を信号線１３２を介して各ド
レインドライバ１３０に出力する。また、表示制御装置
１１０は、垂直同期信号入力後に、第１番目のディスプ
レイタイミング信号が入力されると、これを第１番目の
表示ラインと判断して信号線１４２を介してゲートドラ
イバ１４０にフレーム開始指示信号（ＦＬＭ）を出力す
る。さらに、表示制御装置１１０は、水平同期信号に基
づいて、１水平走査時間毎に、順次液晶表示パネル１０
の各ゲート信号線（Ｇ）に正のバイアス電圧を印加する
ように、信号線１４１を介してゲートドライバ１４０へ
１水平走査時間周期のシフトクロックであるクロック
（ＣＬ３）を出力する。これにより、液晶表示パネル１
０の各ゲート信号線（Ｇ）に接続された複数の薄膜トラ
ンジスタ（ＴＦＴ）が、１水平走査時間の間導通する。
以上の動作により、液晶表示パネル１０に画像が表示さ
れる。
【００１４】〈図１に示す電源回路１２０の構成〉図１
に示す電源回路１２０は、階調基準電圧生成回路１２
１、コモン電極（対向電極）電圧生成回路１２３、ゲー
ト電極電圧生成回路１２４から構成される。階調基準電
圧生成回路１２１は、直列抵抗分圧回路で構成され、１
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０値の階調基準電圧（Ｖ０～Ｖ９）を出力する。この階
調基準電圧（Ｖ０～Ｖ９）は、各ドレインドライバ１３
０に供給される。また、各ドレインドライバ１３０に
は、表示制御装置１１０からの交流化信号（交流化タイ
ミング信号；Ｍ）も、信号線１３４を介して供給され
る。コモン電極電圧生成回路１２３はコモン電極（ＩＴ
Ｏ２）に印加する駆動電圧を、ゲート電極電圧生成回路
１２４は薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）のゲート電極に印
加する駆動電圧（正のバイアス電圧および負のバイアス
電圧）を生成する。
【００１５】〈図１に示すドレインドライバ１３０の構
成〉図４は、図１に示すドレインドライバ１３０の一例
の概略構成を示すブロック図である。なお、ドレインド
ライバ１３０は、１個の半導体集積回路（ＬＳＩ）から
構成される。同図において、正極性階調電圧生成回路１
５１ａは、階調基準電圧生成回路１２１から供給される
５値の階調基準電圧（Ｖ０～Ｖ４）に基づいて、正極性
の６４階調の階調電圧を生成し、電圧バスライン１５８
ａを介して出力回路１５７に出力する。負極性階調電圧
生成回路１５１ｂは、階調基準電圧生成回路１２１から
供給される負極性の５値の階調基準電圧（Ｖ５～Ｖ９）
に基づいて、負極性の６４階調の階調電圧を生成し、電
圧バスライン１５８ｂを介して出力回路１５７に出力す
る。また、ドレインドライバ１３０の制御回路１５２内
のシフトレジスタ回路１５３は、表示制御装置１１０か
ら入力されるクロック（ＣＬ２）に基づいて、入力レジ
スタ回路１５４のデータ取り込み用信号を生成し、入力
レジスタ回路１５４に出力する。入力レジスタ回路１５
４は、シフトレジスタ回路１５３から出力されるデータ
取り込み用信号に基づき、表示制御装置１１０から入力
されるクロック（ＣＬ２）に同期して、各色毎６ビット
の表示データを出力本数分だけラッチする。ストレージ
レジスタ回路１５５は、表示制御装置１１０から入力さ
れるクロック（ＣＬ１）に応じて、入力レジスタ回路１
５４内の表示データをラッチする。このストレージレジ
スタ回路１５５に取り込まれた表示データは、レベルシ
フト回路１５６を介して出力回路１５７に入力される。
出力回路１５７は、正極性の６４階調の階調電圧、ある
いは負極性の６４階調の階調電圧に基づき、表示データ
に対応した１つの階調電圧（６４階調の中の１つの階調
電圧）を選択して、各ドレイン信号線（Ｄ）に出力す
る。
【００１６】図５は、出力回路１５７の構成を中心に、
図４に示すドレインドライバ１３０の構成を説明するた
めのブロック図である。なお、図５は、交流化駆動方法
として、１ライン毎に画素電極（ＩＴＯ１）に印加する
駆動電圧を反転するドット反転法を採用する場合の、ド
レインドライバ１３０の構成を示している。同図におい
て、１５３は図４に示す制御回路１５２内のシフトレジ
スタ回路、１５６は図４に示すレベルシフト回路であ
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9
り、また、データラッチ部２６５は、図４に示す入力レ
ジスタ回路１５４とストレージレジスタ回路１５５とを
表し、さらに、デコーダ部（階調電圧選択回路）２６
１、アンプ回路対２６３、アンプ回路対２６３の出力を
切り替えるスイッチ部（２）２６４が、図４に示す出力
回路１５７を構成する。ここで、スイッチ部（１）２６
２およびスイッチ部（２）２６４は、交流化信号（Ｍ）
に基づいて制御される。また、Ｄ１，Ｄ２，Ｄ３，Ｄ
４，Ｄ５，Ｄ６は、それぞれ第１番目、第２番目、第３
番目、第４番目、第５番目、第６番目のドレイン信号線
（Ｄ）を示している。図５に示すドレインドライバ１３
０においては、スイッチ部（１）２６２により、データ
ラッチ部２６５（より詳しくは、図４に示す入力レジス
タ１５４）に入力されるデータ取り込み用信号を切り替
えて、各色毎の表示データを各色毎の隣合うデータラッ
チ部２６５に入力する。デコーダ部２６１は、階調電圧
生成回路１５１ａから電圧バスライン１５８ａを介して
出力される正極性の６４階調の階調電圧の中から、各デ
ータラッチ部２６５（より詳しくは、図４に示すストレ
ージレジスタ１５５）から出力される表示データに対応
する正極性の階調電圧を選択する高電圧用デコーダ回路
２７８と、階調電圧生成回路１５１ｂから電圧バスライ
ン１５８ｂを介して出力される負極性の６４階調の階調
電圧の中から、各データラッチ部２６５から出力される
表示データに対応する負極性の階調電圧を選択する低電
圧用デコーダ回路２７９とから構成される。この高電圧
用デコーダ回路２７８と低電圧用デコーダ回路２７９と
は、隣接するデータラッチ部２６５毎に設けられる。
【００１７】アンプ回路対２６３は、高電圧用アンプ回
路２７１と低電圧用アンプ回路２７２とにより構成され
る。高電圧用アンプ回路２７１には高電圧用デコーダ回
路２７８で生成された正極性の階調電圧が入力され、高
電圧用アンプ回路２７１は正極性の階調電圧を出力す
る。低電圧用アンプ回路２７２には低電圧用デコーダ回
路２７９で生成された負極性の階調電圧が入力され、低
電圧用アンプ回路２７２は負極性の階調電圧を出力す
る。ドット反転法では、隣接する各色の階調電圧は互い
に逆極性となり、また、アンプ回路対２６３の高電圧用
アンプ回路２７１および低電圧用アンプ回路２７２の並
びは、高電圧用アンプ回路２７１→低電圧用アンプ回路
２７２→高電圧用アンプ回路２７１→低電圧用アンプ回
路２７２となるので、スイッチ部（１）２６２により、
データラッチ部２６５に入力されるデータ取り込み用信
号を切り替えて、各色毎の表示データを、各色毎の隣り
合うデータラッチ部２６５に入力し、それに合わせて、
高電圧用アンプ回路２７１あるいは低電圧用アンプ回路
２７２から出力される出力電圧をスイッチ部（２）２６
４により切り替え、各色毎の階調電圧が出力されるドレ
イン信号線（Ｄ）、例えば、第１番目のドレイン信号線
（Ｄ１）と第４番目のドレイン信号線（Ｄ４）とに出力
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することにより、各ドレイン信号線（Ｄ）に正極性ある
いは負極性の階調電圧を出力することが可能となる。
【００１８】図６は、ＥＭＩ測定に使用される表示パタ
ーンの一例を示す図であり、同図（ａ）は、全体パター
ンを示す図、同図（ｂ）は、同図（ａ）の□部分を拡大
して示す図である。同図に示すパターンは、「Ｈ」文字
が白、背景が黒の白黒パターンである。図６（ｂ）に示
すＡ－Ａ’線に沿った画素に、「白」、あるいは「黒」
を表示するための、表示データの一例を図７に示す。な
お、この図７では、Ｒ，Ｇ，Ｂの各表示データは、８ビ
ットのデータであり、また、８ビットのデータが全て
「１」の時に、画素は「白」を表示し、８ビットのデー
タが全て「０」の時に、画素は「黒」を表示するものと
する。また、バスライン１３３上の電圧は、表示データ
が「１」の時にＨレベル（以下、Ｈレベル）、表示デー
タが「０」のときにＬｏｗレベル（以下、Ｌレベル）で
ある。液晶表示モジュールから放射される電磁波ノイズ
の発生源の一つに、表示制御装置１１０とドレインドラ
イバ１３０との間を接続するバスライン１３３がある。
そして、バスライン１３３の各ライン上の電圧が、Ｈレ
ベルからＬレベル（あるいは、ＬレベルからＨレベル）
に変化するときに、バスライン１３３から放射される電
磁波ノイズのレベルが大きく、例えば、Ｒ，Ｇ，Ｂの各
外部表示データが全て「１」から「０」（あるいは、全
て「０」から「１」）に変化した場合に、最も大きくな
る。しかも、表示データのビット数が大きい場合のよう
に、バスライン１３３の、ＨレベルからＬレベル、およ
び、ＬレベルからＨレベルに変化するライン数が多くな
るほど、バスライン１３３から放射される電磁波ノイズ
のレベルは増大する。
【００１９】〈本発明の実施の形態の特徴〉図８は、本
発明の実施の形態１の液晶表示モジュールを説明するた
めの図であり、表示制御装置１１０からバスライン１３
３を介して、ドレインドライバ１３０に入力される表示
データのデータ値を説明するための図である。なお、こ
の図８において、ドレインドライバ１３０は、データラ
ッチ部２６５とデコーダ部２６１のみを図示し、その他
の部分の図示は省略している。図８に示すように、本実
施の形態では、表示制御装置１１０内に、一部データ反
転・送出手段１１５が設けられる。この一部データ反転
・送出手段１１５は、コンピュータ本体側から送信され
てくるＲ，Ｇ，Ｂの表示データ（以下、外部表示データ
という。）の一部のビットのデータ値を反転して、ドレ
インドライバ１３０に送出する。例えば、Ｒ，Ｇ，Ｂの
ｍビットの各外部表示データが全て「１」、あるいは、
全て「０」の時に、図８に示すバスライン１３３上の隣
接するライン（即ち、プリント配線基板上の表示データ
が伝送される複数の信号線）において、一方のライン上
の電圧がＨレベル（あるいは、Ｌレベル）、他方のライ
ン上の電圧がＬレベル（あるいは、Ｈレベル）となるよ
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11
うに、Ｒ，Ｇ，Ｂの各外部表示データの一部のビットの
データ値を反転して、ドレインドライバ１３０に送出す
る。
【００２０】それに合わせて、本実施の形態では、ドレ
インドライバ１３０のデコーダ部２６１の論理を変更
し、デコーダ部２６１に、一部のビットのデータ値が反
転された表示データが入力されたときに、従来のよう
に、デコーダ部２６１から、一部のビットのデータ値が
反転されない表示データが入力されたときと同じ階調電
圧を出力する。したがって、本実施の形態では、Ｒ，
Ｇ，Ｂの各外部表示データが全て「１」から「０」に変
化した場合、バスライン１３３の半分のライン上の電圧
が、ＨレベルからＬレベルに、残り半分のライン上の電
圧が、ＬレベルからＨレベルに変化することになる。こ
れは、Ｒ，Ｇ，Ｂの各外部表示データが全て「０」から
「１」に変化した場合でも同じである。そして、バスラ
イン１３３の各ライン上の電圧が、ＨレベルからＬレベ
ルに変化するときに放射される電磁波ノイズと、バスラ
イン１３３の各ライン上の電圧が、ＬレベルからＨレベ
ルに変化するときに放射される電磁波ノイズとは、互い
に打ち消し合う方向に働くので、これにより、本実施の
形態では、バスライン１３３から放射される電磁波ノイ
ズのレベルを低減することが可能となる。なお、前述の
説明において、Ｒ，Ｇ，Ｂの各外部表示データが偶数ビ
ット（ｍが偶数）の場合、バスライン１３３の半分のラ
インは、（３ｍ／２）個のラインとなり、また、Ｒ，
Ｇ，Ｂの各外部表示データが奇数ビット（ｍが奇数）の
場合、バスライン１３３の半分のラインは、｛３（ｍ＋
１）／２｝個、あるいは、｛３（ｍ－１）／２｝個のラ
インとなる。
【００２１】［実施の形態２］前述した実施の形態が最
もベストな実施の形態であるが、前述の実施の形態で
は、表示制御装置１１０を構成する半導体集積回（ＬＳ
Ｉ）のピン配置、また、バスライン１３３が形成される
プリント配線基板の信号線の配置、あるいは、ドレイン
ドライバ１３０を構成する半導体集積回（ＬＳＩ）のピ
ン配置等により、一部データ反転・送出手段１１５でデ
ータ値を反転するデータを決定する必要があり、そのた
め、前述の実施の形態は汎用性が低いという欠点を有し
ている。本実施の形態は、汎用性を向上させた実施の形
態である。本実施の形態では、一部データ反転・送出手
段１１５において、例えば、Ｒ，Ｇ，Ｂの各外部表示デ
ータがｍビットの表示データである場合に、Ｒ、Ｇ、Ｂ
の外部表示データの一つの色の、ｍビットの表示デー
タ、および、残り２つの色の中の１つの、半分のｎビッ
トの外部表示データのデータ値を反転させるようにした
ものである。ここで、ｍが偶数の場合は、ｎは（ｍ／
２）となり、ｍが奇数の場合は、ｎは｛（ｍ＋１）／
２｝個、あるいは、｛（ｍ－１）／２｝となる。
【００２２】図９は、本実施の形態において、Ｒ，Ｇ，
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Ｂの外部表示データの一例を示す図であり、図１０は、
図９に示すＲ，Ｇ，Ｂの外部表示データが、一部データ
反転・送出手段で反転された後の表示データを示す図で
ある。図９では、８ビットのＲの外部表示データ、およ
び、Ｇの下位４ビット（０～３ビット）の表示データを
反転し、Ｇの上位４ビット（４～７ビット）の表示デー
タ、および、８ビットのＢの外部表示データは、反転せ
ずに、そのまま出力する場合を図示している。本実施の
形態においても、Ｒ，Ｇ，Ｂの各外部表示データが全て
「１」から「０」に変化した場合、バスライン１３３の
略半分のライン上の電圧が、ＨレベルからＬレベルに、
残りライン上の電圧が、ＬレベルからＨレベルに変化す
ることになる。これは、Ｒ，Ｇ，Ｂの各外部表示データ
が全て「０」から「１」に変化した場合でも同じであ
る。その結果、前述した理由と同じ理由で、本実施の形
態においても、バスライン１３３から放射される電磁波
ノイズのレベルを低減することが可能となる。図１１
は、図９に示す表示データ、あるいは、図１０に示す表
示データを、実際にバスライン上を伝搬させた場合の、
ＥＭＩの測定結果を示す表である。図１１に示す表にお
いて、現行品とは、バスライン上を伝送する表示データ
が図９に示す場合を表し、発明品とは、バスライン上を
伝送する表示データが図１０に示す場合を表している。
【００２３】図１１に示すように、表示制御装置１１０
から送出される表示データの周波数が、図６に示す表示
パターンにおける「Ｈ」文字の繰り返しのデータ周期
（４５ＭＨｚ）の３倍（１３５ＭＨｚ）、あるいは、５
倍（２２５ＭＨｚ）のときに、３ｄＢμＶ／ｍ以上、放
射される電磁波ノイズが低減していることが分かる。な
お、本実施の形態において、一部データ反転・送出手段
１１５で、Ｒ，Ｇ，Ｂの各外部表示データがｍビットの
表示データである場合に、Ｒ、Ｇ、Ｂの各外部表示デー
タの中のｎビットの表示データのデータ値を反転させる
ようにしてもよい。例えば、８ビットのＲの下位４ビッ
ト（０～３ビット）、および、８ビットのＧの下位４ビ
ット（０～３ビット）、並びに、８ビットのＢの下位４
ビット（０～３ビット）の表示データを反転し、８ビッ
トのＲの上位４ビット（４～７ビット）、および、８ビ
ットのＧの上位４ビット（４～７ビット）、並びに、８
ビットのＢの上位４ビット（４～７ビット）の表示デー
タを反転せずに、そのまま出力するようにしてもよい。
この場合でも、前述と同様に、Ｒ，Ｇ，Ｂの各外部表示
データが全て「１」から「０」（あるいは、全て「０」
から「１」）に変化した場合、バスライン１３３の略半
分のライン上の電圧が、ＨレベルからＬレベルに、残り
ライン上の電圧が、ＬレベルからＨレベルに変化するこ
とになるので、バスライン１３３から放射される電磁波
ノイズのレベルを低減することが可能となる。
【００２４】なお、前述の説明では、縦電界方式の液晶
表示パネルに本発明を適用した実施の形態について説明
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したが、これに限定されず、本発明は、横電界方式の液
晶表示パネルにも適用可能である。図２または図３に示
す縦電界方式の液晶表示パネルでは、ＴＦＴ基板に対向
する基板にコモン電極（ＩＴＯ２）が設けられるのに対
して、横電界方式の液晶表示パネルでは、ＴＦＴ基板に
対向電極（ＣＴ）、および対向電極（ＣＴ）に共通電圧
（Ｖｃｏｍ）を印加するための対向電極信号線（ＣＬ）
が設けられる。そのため、液晶容量（Ｃｐｉｘ）は、画
素電極（ＰＸ）と対向電極（ＣＴ）との間に等価的に接
続される。また、画素電極（ＰＸ）と対向電極（ＣＴ）
との間には蓄積容量（Ｃｓｔｇ）も形成される。また、
前記各実施の形態では、駆動方法として、ドット反転法
を採用した実施の形態について説明したが、これに限定
されず、本発明は、複数ライン毎に画素電極（ＩＴＯ
１）に印加する駆動電圧を反転する複数ライン反転法、
あるいは、複数ライン毎に画素電極（ＩＴＯ１）および
コモン電極（ＩＴＯ２）に印加する駆動電圧を反転する
コモン反転法にも適用可能である。以上、本発明者によ
ってなされた発明を、前記発明の実施の形態に基づき具
体的に説明したが、本発明は、前記発明の実施の形態に
限定されるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲に
おいて種々変更可能であることは勿論である。
【００２５】
【発明の効果】本願において開示される発明のうち代表
的なものによって得られる効果を簡単に説明すれば、下
記のとおりである。本発明によれば、液晶表示装置自身
が放射する電磁波ノイズを、従来よりも低減することが
可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明が適用されるＴＦＴ方式の液晶表示モジ
ュールの概略構成を示すブロック図である。
【図２】図１に示す液晶表示パネルの一例の等価回路を
示す図である。
【図３】図１に示す液晶表示パネルの他の例の等価回路
を示す図である。
【図４】図１に示すドレインドライバの一例の概略構成
を示すブロック図である。
【図５】出力回路の構成を中心に、図４に示すドレイン
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ドライバの構成を説明するためのブロック図である。
【図６】ＥＭＩ測定に使用される表示パターンの一例を
示す図である。
【図７】図６（ｂ）に示すＡ－Ａ’線に沿った画素に、
「白」、あるいは「黒」を表示するための、表示データ
の一例を示す図である。
【図８】本発明の実施の形態１の液晶表示モジュールを
説明するための図である。
【図９】本発明の実施の形態２において、コンピュータ
本体側から送信されてくるＲ，Ｇ，Ｂの表示データの一
例を示す図である。
【図１０】本発明の実施の形態２において、図９に示す
表示データが、一部データ反転・送出手段で反転された
後の表示データを示す図である。
【図１１】図９に示す表示データ、あるいは、図１０に
示す表示データを、実際にバスライン上を伝搬させた場
合の、ＥＭＩの測定結果を示す表である。
【符号の説明】
１０…液晶表示パネル（ＴＦＴ－ＬＣＤ）、１００…イ
ンタフェース部、１１０…表示制御装置、１１５…一部
データ反転・送出手段、１２０…電源回路、１２１…階
調基準電圧生成回路、１２３…コモン電極電圧生成回
路、１２４…ゲート電極電圧生成回路、１３０…ドレイ
ンドライバ、１３１，１３２，１３４，１３５，１４
１，１４２…信号線、１３３…表示データのバスライ
ン、１４０…ゲートドライバ、１５１ａ，１５１ｂ…階
調電圧生成回路、１５２…制御回路、１５３…シフトレ
ジスタ回路、１５４…入力レジスタ回路、１５５…スト
レージレジスタ回路、１５６…レベルシフト回路、１５
７…出力回路、１５８ａ，１５８ｂ…電圧バスライン、
２６１…デコーダ部、２６２，２６４…スイッチ部、２
６３…アンプ回路対、２６５…データラッチ部、２７１
…高電圧用アンプ回路、２７２…低電圧用アンプ回路、
Ｄ…ドレイン信号線（映像信号線または垂直信号線）、
Ｇ…ゲート信号線（走査信号線または水平信号線）、Ｉ
ＴＯ１…画素電極、ＩＴＯ２…コモン電極、ＣＮ…共通
信号線、ＴＦＴ…薄膜トランジスタ、ＣLC…液晶容量、
ＣADD…保持容量、ＣＳＴＧ…付加容量。

【図７】 【図１１】
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